【 添付1 】
｢日韓交流おまつり2011 in Tokyo｣運営委員長殿
	応募申請書

	申請者
	商号または法人名称
	
	法人登録番号
	

	
	住所
	
	電話番号
	

	
	代表者
	
	担当者
	

	事業名
	｢日韓交流おまつり2011 in Tokyo｣

	法人設立年
	
	文化芸術公演等、本事業該当部門の事業期間
	

	私は貴院にて実施する｢日韓交流おまつり2011 in Tokyo｣主管事業者選定公募にあたり、貴院にて提示した公募に関する各署事項について全て承諾し、別途書類の通り応募申請をいたします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2011年　　月　　日

　　　　　　　　　　　　　　　申請人：　　　　　　　　　　　　　　（法人印）




【 添付2 】
最近3年間の事業実績
	事業主管実績

	年度
	事業名
	期間
（完了区分）
	契約金額
(日本円)
	発注先
	備考

	
	
	
	
	
	

	1. 今回の審査に参考となるような内容または類似イベントに関する実績のみ記載すること。
（実施年度のない実績は書類審査の過程で全て除外とする）
2. 「完了区分」とは、その事業が完了したのか継続中であるかを記載すること。

3. 現在遂行中である事業を含む最近3年間の実績を年度順で記載すること。契約金額は1件当たり2000万円以上の場合のみ金額を記載。
4. 下請けとしての実績は、発注先の承認を得た場合のみ記載し、主契約者を備考欄に記載すること。
5. 共同主管の場合は、契約金額の欄に事業計画書に記載した取り分（持ち分）を記載すること。

6. 民間及公的機関、国家機関、全ての事業遂行実績を全て記載すること。
7. 実績証明書（【添付3】の様式を利用）・契約書・実施報告書など客観的に実績を証明できる資料を添付した場合にのみ認定。但し、2億円以上の実績がある場合は、優先資格対象（5点加算）となるため、必ず実績証明書を提出すること。


【 添付3 】

事業実績証明書
	契約名（事業名） 
	

	発注機関

（担当者名、電話番号も記載）
	

	申請人
	会社名 
	
	代表者
	

	
	所在地
	
	電話番号
	

	契約及び完了
	契約日
	
	総契約金額
	

	
	着手日
	

	
	完了日
	

	事業遂行種類及び概要
	※ 事業遂行規模、種類、概要を具体的に作成

	上記の通り事業実績が存在することを証明していただきますようお願い申し上げます。
2011年　　月　　日
住所：
法人名（商号） :
代表者 : 　           (印)

	上記事実を証明します。
(発給機関) 住所：
法人名（商号） :
代表者 : 　           (印)

	用途
	｢日韓交流おまつり2011 in Tokyo｣主管事業者公募への提出書類

	お問い合わせ先
	駐日韓国大使館 韓国文化院　｢日韓交流おまつり2011 in Tokyo｣係

TEL : 03-3357-5970


注1. 国際行事の実績は、当方が入札公告時に掲示した範囲に適合する条件に限る

注2. 1件毎に作成すること

【 添付4 】経営実態報告書

<最近3年間の資本金及び売上額>
	区分
	2008年
	2009年
	2010年
	合計
	平均

	1. 総資産
	
	
	
	
	

	2. 自己資本
	
	
	
	
	

	3. 流動負債
	
	
	
	
	

	4. 固定負債
	
	
	
	
	

	5. 流動資産
	
	
	
	
	

	6. 当期純利益
	
	
	
	
	

	7. 分野別売上額
- ○○分野
- ○○分野
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	8. 自己資本比率
	
	
	
	
	

	9. 自己資本純利益率
	
	
	
	
	

	10. 流動比率
	
	
	
	
	


注1「信用格付け」が確認できる公的書類の提出があれば、本書の提出は免除することができる
注2 最近3年間の事業者の財務構造を把握できるように作成すること
注3 最近年度（2010年）に決算した貸借対照表及び損益計算書など、会計士または会計法人が発行した証明書類を添付すること（監査報告書がある場合は添付、監査報告書がない場合は最近の税務調整計算書を添付、該当書類がない場合はその理由を明記すること）

【 添付5 】
事業遂行組織体系及びスタッフ配置計画
	
	
	事業責任者
	
	

	
	
	職位、氏名
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	○○分野
	
	○○分野
	
	○○分野
	
	○○分野

	職位、氏名
	
	職位、氏名
	
	職位、氏名
	
	職位、氏名


※ 分野別責任者を明示し、評価時に参考となるように職位順で記載すること
【 添付6 】
事業遂行スタッフ履歴書（1人ずつ作成）
	氏名
	
	所属
	
	職位
	
	年齢
	才

	学歴
	              
	該当分野勤務経歴
	

	
	
	資格
	

	本事業での担当業務
	
	本事業担当期間
	
	本事業　　参加率
	　　　　　　%

	経歴

	事業名
	担当期間
	担当業務
	発注先
	備考

	
	
	
	
	


注1． 在職証明書と各資格証のコピーを添付すること

注2． 年齢及び勤務経歴は提出日現在を基準にして記載すること

注3． 事業総括責任者は必ず参加率を100％可能な人物（専任）で人選し記載すること

注4． 経歴に記載する事業内容は、最近3年間、発注額2000万円以上の事業のみを古いものから順に記載すること

注5． 経歴に記載する担当業務は、実際に担当した業務を中心に、業務遂行時の役割を具体的に記載すること（行事計画、運営、広報、デサインなど）

【 自由形式 】

1. 後援協賛及び寄付金募集の計画及び推進戦略（目標額：約2,000万円）

（目標額は2,000万円以上、例えば3,000万円でも可能だが、漠然とした計画ではなく、可能な範囲内で具体的な戦略を提示すること）

2. 予算執行計画（予算収支書）：単位は日本円で記載すること
3. 全体のイベント内容企画案：下記提案されているプログラムを参照し、反映させること
・行事別推進計画

・日程別推進計画
	◇プログラム案

　‐行事テーマ：共存共栄の新しい100年

　‐前夜祭：レセプション形式

　‐本行事舞台プログラム案

　　開幕式、閉幕式、韓国歌謡コンテスト2011本選大会、韓流歌手ライヴ、在日韓国学校公演、
在日韓国芸術人（団体）公演、韓日各地域お祭り団体公演、韓国芸術人（団体）公演、
日本芸術人（団体）公演、韓日芸術人（団体）共演公演等

　‐付帯イベント：例）韓日交流作文大会、国際シンポジウム、
各種体験コーナー（韓国料理、韓服試着、ハングルTシャツ制作等）など


4. 国内外への広報企画
・媒体毎の推進計画

・日程毎の推進計画

5. その他、成功裏に本事業を推進するための各種事項

【添付書類】
・事業者登録証コピー

・法人登記簿謄本コピー

・法人定款

